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研究成果の概要（和文）：　バイカル・シベリアのマリタ遺跡は、マンモスの牙から作られたヴィーナスや鳥な
どの彫像が出土した著名な遺跡である。1928年以来、たびたび発掘されてきたが、出土物の層位が明確になって
いない場合が多い。2013年、2014年に日ロ共同発掘調査を行い、層準が明確な資料を得た。また。ロシア国立歴
史博物館・エルミタージュ国立美術館・イルクーツク国立大学に収蔵されている資料から年代測定用試料を採取
した。これら、小児骨、ヴィーナス像を含む70試料を超える、主として骨試料について、年代値・炭素窒素安定
同位体比を得た。同遺跡における複数の地質学的層序と文化層、自然環境とその年代についての重要な知見を得
た。

研究成果の概要（英文）：Mal’ta site in Baikal Siberia is a prominent site, where sculptures such as
 “Venus” and bird made from tusks of mammoth were excavated. Since 1928, excavation was conducted 
many times, but the excavated point and level of remains were often not clear. Japan-Russia joint 
research at Mal’ta site was conducted in 2013 and 2014, many identified samples ware obtained. In 
addition, samples for radiocarbon dating were taken at the National museum of History, the State 
Hermitage Museum and Irkutsk State University. Over 70 samples, mainly bone samples, including an 
infant bone and sculpture of Venus were dated and carbon and nitrogen isotopic analyses were 
conducted for these samples. The important information about the geoarchaeological stratification 
and age of Mal’ta were obtained.

研究分野：年代測定・文化財科学
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１．研究開始当初の背景 
 マリタ遺跡は、バイカル湖の南西端から流
れ出るアンガラ河に合流する支流ベラヤ川
の左岸段丘にあり、イルクーツク市の北西
80km に位置している。1928 年に発見されて
以来、30 年にわたって、M.ゲラシモフを中心
として発掘が続けられた。多数のヴィーナス
像や彫像が出土し、幼児の埋葬骨とその装身
具などで、全世界の注目を集めている。当初、
単一文化層と考えられていた。また年代は、
大きく異なる二つ値が報告されている。どち
らも獣骨を用い、C-14 法で 14,750±120 BP
（GIN-97）、イオニウム法で 23,000±5,000yr
であった。これまで、後者の値が採用され、
23,000 年前の遺跡と認識されてきた。その後、
複数の層序が確認され、1991〜2001年の発掘
調査と年代測定値を元に、8 層の地質学的層
序が提案されている（吉田他，2010）。しか
し、発掘区における層序の認定は困難で、ま
して単一文化層として発掘を行った過去の
遺物について、その帰属を決めるのは不可能
であった。 
 申請者は、2003 年以来、バイカル・シベリ
ア地域で、北海道大学、慶應大学の研究分担
者と共に、イルクーツク大学と共同発掘調査
を続けてきた。その中で、ロシア側責任者の
Medvedev 教授は、1956〜8 年の発掘にも参加
し、最近の発掘を主宰している関係から、マ
リタ遺跡の出土遺物を直接年代測定する協
同作業について日本側と議論し、合意した。
同教授と共に、マリタ遺跡を発掘している
Lipnina 准教授を 2010 年 9月から半年間、東
大博物館の特任准教授として招へいし、マリ
タ遺跡の詳細と、年代測定が可能な遺物の検
討を行った。 
 層位が明確でない遺物、層位が確定できな
い住居址などについては、その先後関係を明
らかにするには、遺物そのものの年代を決定
することが一番である。AMS 法による年代測
定が必要となる。ロシアでは、現在のところ、
AMS 年代測定装置が稼働していない。日ロ協
働体制が必要な所以である。 
 
２．研究の目的 
 シベリアのマリタ遺跡では、マンモスの牙
で作られたヴィーナス像が 30 体以上出土し
ている。これまで、この遺跡の年代は 23,000
年前であるとされてきた。ところが最近、申
請者らが、近年出土したヴィーナス像からコ
ラーゲンを抽出して AMS 年代測定を行った
ところ、新しい年代が得られた。同時に分析
した幼児骨の年代も同様の値を示し、マリタ
遺跡の年代について再考する必要が生じて
いる。 
(1) 彫像の年代を決める 
 ロシア側研究者の協力が得られる見通し
が立ったので、ヴィーナス像と鳥像や装身具
について、AMS 年代測定を行うと共に、未
成品や伴出している動物骨の年代測定を行
い、彫像の制作年代を決定する。彫像製品は、

古材を用いた可能性を否定できないので、こ
の点の検討も行う。 
(2) 遺跡の成立・存続年代について 
 単一文化層と捉える考え方は、ほぼ否定さ
れたが、地質学的層序と文化層の関係は、明
瞭になっていない。日ロ共同で、小規模な発
掘調査を行い、発掘地点と層序が明白な試料
を得て、AMS年代測定を行う。遺跡の成立・
移動・存続年代、住居址と埋葬墓との関係な
ど、これまで懸案とされてきた問題について、
年代学、考古学、古代 DNA を含む動物考古
学の観点から検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 本遺跡から出土した人工遺物は、数カ所に
分散して保存・展示されている。本研究課題
に関係する、ヴィーナス像をはじめとしたマ
ンモスの牙で作られた彫像や装飾品、マンモ
ス、北極ギツネなどの獣骨は、主としてエル
ミタージュ国立美術館（サンクトペテルブル
ク）、国立ロシア歴史博物館（モスクワ）、イ
ルクーツク大学、イルクーツク州立郷史博物
館に保管されている。幼児埋葬人骨は、国立
美術館に取り上げられた状態で展示されて
いるものの他、収蔵庫にも保管されている。 
 すべての作業について、イルクーツク国立
大学考古学教室 Medvedev 教授、および同
Lipnina准教授と密接な連絡をとり、協働で
行う。 
(1) 彫像の全資料リストを作成しつつ、資料
を実見する。 

 
(2) 彫像、装飾品は、分析の優先順を設定し
て分析を行う。 
周辺遺跡のブレチ遺跡から出土した彫像
製品を分析、比較する。 
 

(3) これまでの発掘区画と、それに伴う出土
遺物（彫像）について集成し、Lipnina 准
教授が作成した平面プランを確認するた
めに、現地視察を実施する。 

 
(4) 幼児人骨資料から分析資料を再採取する。 

 
(5) 獣骨資料は、哺乳類と鳥類で 3万点を超
えるとされている。イルクーツク国立大
学とイルクーツク州立郷土史博物館には、
これらの骨が保管されている。コンテク
ストを確認しながら、食料・毛皮採取用、
建築資材、装飾品材料など分類可能な遺
物については、それぞれグループ毎に分
析する。1958年までの発掘遺物について
は、出土層位などの情報が乏しいことを
確認しているので、ロシア側研究者と協
議しながら、資料の選定を進める。1991
年以降の出土遺物については、イルクー
ツク国立大学に収蔵されているので、出
土地点、出土層位に着目して、遺物リス
トを作成、年代測定試料の採取を行う。 



 
(6) これまでに十数棟の住居址が確認されて
いるが、年代測定結果をもとに、住居の
廃棄、移動について、考古学の立場から
検討する。

 
【年代測定試料の採取と
 資料の採取は、精密グラインダーで切断し
て、ブロックを切り出す。あるいは、穴を開
け、骨・牙の粉末を採取する。コラーゲン収
率が
なるので、骨・牙の窒素含有量を分析
で、測定の可否、測定試料の採取量を決める
ことが望ましいが、ロシア国内で試料採取を
する場合は、
 コラーゲンの抽出は、
館・年代測定室で行う。抽出したコラーゲン
は、炭素・窒素同位体比を測定した上で、年
代測定試料を調製する。同位体比は、動物の
食性分析に用いると共に、バイカル・シベリ
アの食料資源の基礎資料として提供される。
 
【年代測定と年代値の評価】
 東大総合研究博物館・
内の工学系研究科原子力国際専攻に付設さ
れている
属）を用いて、年代測定を行ってきた。前述
の、ヴィーナス像などの年代測定は、この装
置によって測定された。しかし、その後、装
置に不具合が発生し
状態が続いている。復旧する見込みは立って
いない。
 このため、
会社に外注せざるを得ないと考えた
料と共に、バック
を調製した上で、測定を依頼する予定で
体で数十試料を分析する計画であった
 本研究課題の研究計画調書を提出した後、
2012
測定室に、
クト
2015
から未知資料の測定を行えるようになった。
したがって、
以降は、同装置を用いて年代測定を行うこと
となった。なお、年代測定に関わる測定実費
は課金される。
 
４．研究成果
(1) イルクーツク大学での収蔵資料調査
 イルクーツク国立大学には、マリタ遺跡か
ら出土した哺乳動物や鳥類の骨が保管され
ている。これらのすべてを網羅した遺物リス
トはないとされている。
を行った。収蔵資料は膨大なものであったが、
古い時代の発掘資料は、層位、出土地点が明
らかでないものが多い。また、当時、単一文
化層であると考えていたこともあり、詳細が
よくわからない。そこで、
土物で、出土層位、出土地点が記録されてい

これまでに十数棟の住居址が確認されて
いるが、年代測定結果をもとに、住居の
廃棄、移動について、考古学の立場から
検討する。 

【年代測定試料の採取と
資料の採取は、精密グラインダーで切断し
て、ブロックを切り出す。あるいは、穴を開
け、骨・牙の粉末を採取する。コラーゲン収
率が 1％未満の場合、年代値に信頼性がなく
なるので、骨・牙の窒素含有量を分析
で、測定の可否、測定試料の採取量を決める
ことが望ましいが、ロシア国内で試料採取を
する場合は、この方法を実施するのは
コラーゲンの抽出は、
館・年代測定室で行う。抽出したコラーゲン
は、炭素・窒素同位体比を測定した上で、年
代測定試料を調製する。同位体比は、動物の
食性分析に用いると共に、バイカル・シベリ
アの食料資源の基礎資料として提供される。

【年代測定と年代値の評価】
東大総合研究博物館・
内の工学系研究科原子力国際専攻に付設さ
れている AMS 装置
を用いて、年代測定を行ってきた。前述
の、ヴィーナス像などの年代測定は、この装
置によって測定された。しかし、その後、装
置に不具合が発生し
状態が続いている。復旧する見込みは立って
いない。 
このため、本研究の年代測定は、民間測定
会社に外注せざるを得ないと考えた
料と共に、バック
を調製した上で、測定を依頼する予定で
体で数十試料を分析する計画であった
本研究課題の研究計画調書を提出した後、
2012 年度（平成
測定室に、放射性炭素年代測定専用のコンパ
クト AMS 装置を設置
2015 年 2月に納品・検収作業を終えて、秋頃
から未知資料の測定を行えるようになった。
したがって、2015
以降は、同装置を用いて年代測定を行うこと
となった。なお、年代測定に関わる測定実費
は課金される。 

４．研究成果 
イルクーツク大学での収蔵資料調査
イルクーツク国立大学には、マリタ遺跡か
ら出土した哺乳動物や鳥類の骨が保管され
ている。これらのすべてを網羅した遺物リス
トはないとされている。
を行った。収蔵資料は膨大なものであったが、
古い時代の発掘資料は、層位、出土地点が明
らかでないものが多い。また、当時、単一文
化層であると考えていたこともあり、詳細が
よくわからない。そこで、
土物で、出土層位、出土地点が記録されてい

これまでに十数棟の住居址が確認されて
いるが、年代測定結果をもとに、住居の
廃棄、移動について、考古学の立場から

 

【年代測定試料の採取と測定試料の調製】
資料の採取は、精密グラインダーで切断し
て、ブロックを切り出す。あるいは、穴を開
け、骨・牙の粉末を採取する。コラーゲン収
％未満の場合、年代値に信頼性がなく

なるので、骨・牙の窒素含有量を分析
で、測定の可否、測定試料の採取量を決める
ことが望ましいが、ロシア国内で試料採取を

この方法を実施するのは
コラーゲンの抽出は、東大
館・年代測定室で行う。抽出したコラーゲン
は、炭素・窒素同位体比を測定した上で、年
代測定試料を調製する。同位体比は、動物の
食性分析に用いると共に、バイカル・シベリ
アの食料資源の基礎資料として提供される。

【年代測定と年代値の評価】
東大総合研究博物館・年代測定室では、学
内の工学系研究科原子力国際専攻に付設さ

装置（現在、総合研究博物館所
を用いて、年代測定を行ってきた。前述
の、ヴィーナス像などの年代測定は、この装
置によって測定された。しかし、その後、装
置に不具合が発生し 13C/12C比が測定できない
状態が続いている。復旧する見込みは立って

本研究の年代測定は、民間測定
会社に外注せざるを得ないと考えた
料と共に、バックグラウンド試料、標準試料
を調製した上で、測定を依頼する予定で
体で数十試料を分析する計画であった
本研究課題の研究計画調書を提出した後、
年度（平成 24 年度）補正
放射性炭素年代測定専用のコンパ
設置すること

月に納品・検収作業を終えて、秋頃
から未知資料の測定を行えるようになった。

2015 年度（平成
以降は、同装置を用いて年代測定を行うこと
となった。なお、年代測定に関わる測定実費

 

イルクーツク大学での収蔵資料調査
イルクーツク国立大学には、マリタ遺跡か
ら出土した哺乳動物や鳥類の骨が保管され
ている。これらのすべてを網羅した遺物リス
トはないとされている。2014
を行った。収蔵資料は膨大なものであったが、
古い時代の発掘資料は、層位、出土地点が明
らかでないものが多い。また、当時、単一文
化層であると考えていたこともあり、詳細が
よくわからない。そこで、1995
土物で、出土層位、出土地点が記録されてい

これまでに十数棟の住居址が確認されて
いるが、年代測定結果をもとに、住居の
廃棄、移動について、考古学の立場から

測定試料の調製】
資料の採取は、精密グラインダーで切断し
て、ブロックを切り出す。あるいは、穴を開
け、骨・牙の粉末を採取する。コラーゲン収
％未満の場合、年代値に信頼性がなく

なるので、骨・牙の窒素含有量を分析した上
で、測定の可否、測定試料の採取量を決める
ことが望ましいが、ロシア国内で試料採取を

この方法を実施するのは難しい。
東大総合研究博物

館・年代測定室で行う。抽出したコラーゲン
は、炭素・窒素同位体比を測定した上で、年
代測定試料を調製する。同位体比は、動物の
食性分析に用いると共に、バイカル・シベリ
アの食料資源の基礎資料として提供される。

【年代測定と年代値の評価】 
年代測定室では、学

内の工学系研究科原子力国際専攻に付設さ
（現在、総合研究博物館所

を用いて、年代測定を行ってきた。前述
の、ヴィーナス像などの年代測定は、この装
置によって測定された。しかし、その後、装

比が測定できない
状態が続いている。復旧する見込みは立って

本研究の年代測定は、民間測定
会社に外注せざるを得ないと考えた。測定試

グラウンド試料、標準試料
を調製した上で、測定を依頼する予定で、
体で数十試料を分析する計画であった。 
本研究課題の研究計画調書を提出した後、

年度）補正予算で、年代
放射性炭素年代測定専用のコンパ

することが認められた。
月に納品・検収作業を終えて、秋頃

から未知資料の測定を行えるようになった。
年度（平成 27 年度）後半

以降は、同装置を用いて年代測定を行うこと
となった。なお、年代測定に関わる測定実費

イルクーツク大学での収蔵資料調査 
イルクーツク国立大学には、マリタ遺跡か
ら出土した哺乳動物や鳥類の骨が保管され
ている。これらのすべてを網羅した遺物リス

2014 年 1 月に調査
を行った。収蔵資料は膨大なものであったが、
古い時代の発掘資料は、層位、出土地点が明
らかでないものが多い。また、当時、単一文
化層であると考えていたこともあり、詳細が

1995 年以降の出
土物で、出土層位、出土地点が記録されてい

これまでに十数棟の住居址が確認されて
いるが、年代測定結果をもとに、住居の
廃棄、移動について、考古学の立場から

測定試料の調製】 
資料の採取は、精密グラインダーで切断し
て、ブロックを切り出す。あるいは、穴を開
け、骨・牙の粉末を採取する。コラーゲン収
％未満の場合、年代値に信頼性がなく

した上
で、測定の可否、測定試料の採取量を決める
ことが望ましいが、ロシア国内で試料採取を

難しい。 
総合研究博物

館・年代測定室で行う。抽出したコラーゲン
は、炭素・窒素同位体比を測定した上で、年
代測定試料を調製する。同位体比は、動物の
食性分析に用いると共に、バイカル・シベリ
アの食料資源の基礎資料として提供される。 

年代測定室では、学
内の工学系研究科原子力国際専攻に付設さ

（現在、総合研究博物館所
を用いて、年代測定を行ってきた。前述
の、ヴィーナス像などの年代測定は、この装
置によって測定された。しかし、その後、装

比が測定できない
状態が続いている。復旧する見込みは立って

本研究の年代測定は、民間測定
。測定試

グラウンド試料、標準試料
、全
 

本研究課題の研究計画調書を提出した後、
年代

放射性炭素年代測定専用のコンパ
が認められた。

月に納品・検収作業を終えて、秋頃
から未知資料の測定を行えるようになった。

年度）後半
以降は、同装置を用いて年代測定を行うこと
となった。なお、年代測定に関わる測定実費
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ている。これらのすべてを網羅した遺物リス
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古い時代の発掘資料は、層位、出土地点が明
らかでないものが多い。また、当時、単一文
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年以降の出
土物で、出土層位、出土地点が記録されてい

る動物骨試料についてリストを作成し、動物
種、部位の同定を行った。その内、
ついて、年代測定用試料を採
密グラインダーを用いて、それぞれの骨の保
存状況を勘案しながら、
取した。摩擦熱によって，採取試料の温度が
上昇すると、測定に用いる骨コラーゲンが変
性する恐れがあるので、温度が上昇しないよ
うに、注意深く作業を行った。コラーゲンは，
比較的よく残っており、
ことが出来た。
 
(2) 
 これまでに発掘調査が行われた区画と、そ
こから出土した遺物（彫像）について集成し、
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を確認した。
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遺跡の北西端、ベラヤ川の最も上流にあたる
部分に発掘区を設けた。遺跡の広がりを確認
するとともに、攪乱を受けていない堆積層を
求めて、発掘区の設定を行った。
 年代測定試料として、動物種と部位が判明
した獣骨試料を採取した。
2014
た。現在、報告論文を執筆中である。
 
(4) 
 本研究期間中に、思いもかけない事態が発
生した。
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最近の発掘を主宰している関係から、同遺跡
の遺物を直接年代
て日本側と議論し、合意していた
授はマリタ遺跡の出土遺物について大きな
権限を有しており、ロシア国立歴史博物館、
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したこともあり、

る動物骨試料についてリストを作成し、動物
種、部位の同定を行った。その内、
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日ロ共同発掘調査 
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部分に発掘区を設けた。遺跡の広がりを確認
するとともに、攪乱を受けていない堆積層を
求めて、発掘区の設定を行った。
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試料を採取し、年代測定を
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性する恐れがあるので、温度が上昇しないよ
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正確な年代値を得る

発掘区画と出土遺物（彫像） 
これまでに発掘調査が行われた区画と、そ
こから出土した遺物（彫像）について集成し、
ロシア側共同研究者であるイルクーツク国

准教授が作成した平面プラン

年に、日ロ共同でマリタ遺
行った。マリタ遺跡が存在す

る場所には、現住住居があり、これまで
を避けて発掘調査が行われてきた。今回は、
遺跡の北西端、ベラヤ川の最も上流にあたる
部分に発掘区を設けた。遺跡の広がりを確認
するとともに、攪乱を受けていない堆積層を
求めて、発掘区の設定を行った。 
年代測定試料として、動物種と部位が判明

2013年に 10試料、
試料を採取し、年代測定を

た。現在、報告論文を執筆中である。 

ヴィーナス像などの彫像の年代測定
本研究期間中に、思いもかけない事態が発
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こから出土した遺物（彫像）について集成し、
ロシア側共同研究者であるイルクーツク国
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年に、日ロ共同でマリタ遺
行った。マリタ遺跡が存在す

る場所には、現住住居があり、これまで住居
を避けて発掘調査が行われてきた。今回は、
遺跡の北西端、ベラヤ川の最も上流にあたる
部分に発掘区を設けた。遺跡の広がりを確認
するとともに、攪乱を受けていない堆積層を

年代測定試料として、動物種と部位が判明
試料、

試料を採取し、年代測定を行っ
 

ヴィーナス像などの彫像の年代測定 
本研究期間中に、思いもかけない事態が発

ロシア側共同研究
教授が、急逝された。教

年のマリタ遺跡発掘に参加し、
最近の発掘を主宰している関係から、同遺跡
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また、教
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館での試料採取は断念せざるを得なかった。
このため、研究期間の 1年延長を申請し、許
可された。 
 共同研究者であるLipnina准教授の尽力に
より、2016年 10月に両館での試料採取が実
現した。幼児骨を含む所蔵資料から、年代測
定用試料を採取した。ロシア国立歴史博物館
で骨器を含む 16 試料を、エルミタージュ国
立美術館では、幼児骨を含め 15 試料を採取
した。これらの年代値から得られた知見につ
いて、論文準備中である。 
 
(5) マリタ遺跡と彫像の年代 
 本研究課題によって、70資料をこえる動物
骨、幼児骨についての年代値を得ることが出
来た。これらの中には、カットマークのある
トナカイの角や、オーカーが付着している角
も含まれている。その結果、マリタ遺跡の地
質学的層序と年代、文化層の層序と年代につ
いて、詳細な検討を加えることが可能になっ
た。現在、上記の論文とともに、複数の論文
を準備中である。 
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